
活動の背景・問題：中通2丁目は、賑わい創出の形

を探る取り組みが行われていた。その一環として実
証実験が行われることになり、新たなアイデアによ
る取り組みが必要とされていた。

●

学生ワークショップによる公共空間利活用
の提案と実践

ＮＰＯ法人ＳＹＬ＋広島大学田中貴宏教授

成果：中通2丁目の公共空間で小建築を建設し、実証
実験を行い、中通2丁目が賑わいポテンシャルを有し
ていることを実証した。
→2年目は賑わいマップ作成（研究的展開）

●

●

活動の計画： 公共空間利活用のアイデア（ハー
ド・ソフト）を考案し、実践することとした。



対象地（呉市中通２丁目）
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対象地
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１０月３１日（木）
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アイデア検討
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竹灯篭
（折口）

Street Painting
（折口）

Ecological Landscape
（折口）

Place Making
（折口）

Parking Day
（平野）

芝生でボードゲーム
（平野）

付箋メッセージ
（平野）

ペットボトルアート
（平野）

レトロストリート
（豊川）

２階床高さに街灯
（豊川）

コスプレ
（石橋あ）

芝生広場
（赤松）

道路テクスチャー
（赤松）

タタミ敷く
（赤松）

フォトジェニック場所
（石橋あ）

提灯を自作
（石橋あ）

光を貼り付ける
参加型イルミネーション

（押領司）

キャンドル
（千葉）

手作り灯籠
（井上）

動物ふれあいカフェ
（石橋か）

大きな風船
トランポリン
（石橋か）

最新技術（VRやAR）
（石橋か）

プラネタリウム
映画鑑賞
（石橋か）

グランピング
（石橋か）

店舗と街路空間一体
（片野）

象徴するもの
（片野）

希望を聞く
（片野）

黄色ハンカチ
（片野）

マラソン大会
（片野）

希望の光・鐘
（片野）

竹あかり
（田村）

明るい通り
（水澤）

認識できるデザイン
（水澤）

コンセプト

設えつくる系

体験系

参加系

あかり系

あかりつくる系
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１１月１３日（水）
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１１月１４日（木）
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インスタレーションエリア

親しみエリア

立ち寄りたくなる
目を引くなにか



盆灯 Road

親しみエリア：夜
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１１月２９日（金）



中国新聞（２０１９年１２月３日）
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このような取り組みは、どこで行われると効果的？



２０２０年度の活動
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（中通２丁目を含む）呉市中心市街地の賑わい
調査を行い、「賑わい現状マップ」を作成。

賑わい創出を目的とした、様々な取り組み（例：
公園のカフェ的活用等）について、「どこで」「ど
のような取り組み」を行うべきか、の検討が可
能に・・・



調査方法
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■調査方法

ルートマップ

「賑わい施策『発見』マニュアル」のビデオカメラ調査法（国交省）

GoPro Hero

調査で用いた自転車



調査方法



呉市中心市街地賑わい現状マップ

総行動者量分布
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赤木七海・田中貴宏・田村将太： 住商混在
地域の道路空間における行動者量と物的環
境の関連性に関する研究－呉市中心市街
地を対象として－，日本建築学会中国支部
研究報告集，Ｖｏｌ．４４，７７３­７７６，２０２１

論文に・・・



地域の元気応援プロジェクトに参加して
よかったところ

事前調査（ニーズ把握等）、計画、提案、実
践という一連の流れを、学生が経験すること
ができた。
→そのような機会は少ない。
学生が、地域で時間を過ごし、直接の皆さん
の声を聞くことにより、地域のポテンシャル
や課題を把握することができた。
→2020年度への研究的展開

地域の皆さんが、学生を暖かく迎えてくれた
こと。→ありがとうございました！



今後の展開

以下を計画している。

１：呉市中心市街地の「賑わいマップ」を活用した、
まち全体の賑わい方策の検討・提案。

２：公園の活用方策の検討・提案。

３：緑の環境調査（グリーンインフラ）。


